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２００８年度国際大会に於いて次の項目が改正されました。以下の通りである。 

 
 

国際付則を下記の通り改正することにより、2009-2010 年度及びそれ以降毎年行われる地区

選挙において、第一及び第二副地区ガバナー職を公式に設置する。 
 
加えて、国際付則第２条第６項を、３行目の“副地区ガバナー”を削除し、“第一及び第二

副地区ガバナー”に差し替え、かつ１５行目から１６行目にある“副地区ガバナーの規定を加

えなければならず、その職責”とある文言を削除し、“第一及び第二副地区ガバナーの規定を

加えなければならず、各職責”に差し替えることにより改正する。 
 
加えて、国際付則第２条第７項を、４行目の“副地区ガバナー”を削除し、“第一及び第二

副地区ガバナー”に差し替えることにより改正する。 
 
加えて、国際付則第３条第４(c)項を、“副地区ガバナー”の前に“第一”を加えることによ

り改正する。 
 
加えて、国際付則第３条第４(d)項を、１行目と２行目にある“副地区ガバナー”の前に“第

一”を加え、かつ４行目にある“副地区ガバナー”の前に、“第二”を加えることにより改正

する。 
 
加えて、国際付則第３条第９項の見出しを、“及び副地区ガバナー”を削除し、“第一及び第

二副地区ガバナー”と差し替えることにより改正する。 
 
加えて、国際付則第３条第９(b)項を、第９(b)項の全文を削除し、下記の文言と差し替える

ことにより改正する。 
 

(b)第一副地区ガバナー。第一副地区ガバナー選挙は無記名投票で行われなければならず、第

一副地区ガバナー候補者がその選挙で当選したと宣言されるには、出席して投票した代議員

の過半数の賛成投票を得なければならない。過半数というのは、白紙及び棄権を除く有効な

投票合計数の半分以上の数を意味する。第一副地区ガバナーの任期は一年で、当選した年の

協会の大会閉会時に始まり、協会の次の大会閉会時に終了するものとし、どの第一副地区ガ

バナーも自身の後継者となることはできない。その他の手順等に関しては、その地区（単一、

準及び複合）の会則及び付則の規定に従って行われるものとする。各第一副地区ガバナー選

挙の結果については、その地区の現職地区ガバナー及び（又は）国際協会駐在員が国際本部

に報告する。 
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第一副地区ガバナー候補者は、 

(1) 所属単一又は準地区内のグッドスタンディングの正ライオンズクラブのグッドスタン

ディングの正会員であり、 

(2) 所属クラブの推薦、あるいは所属単一又は準地区内過半数のクラブの推薦を受け、 

(3) 現在、所属地区の第二副地区ガバナーを務めている者でなければならない。 

(4) 現職の第二副地区ガバナーが第一副地区ガバナーに立候補しない場合にのみ、あるいは

地区大会の際に第二副地区ガバナー職が空席である場合にのみ、本付則又は会則に定め

られている通りに第二副地区ガバナーの条件を満たしているクラブ会員は誰でも上記

(3)項の条件を満たしているものとする。 

 

加えて、国際付則第３条第９項を、下記の文言を新たな副項目(c)として加え、残る各

副項目のアルファベットを適宜変更することにより改正する。 

 

(c) 第二副地区ガバナー。第二副地区ガバナー選挙は無記名投票で行われなければならず、

第二副地区ガバナー候補者がその選挙で当選したと宣言されるには、出席して投票した代

議員の過半数の賛成投票を得なければならない。過半数というのは、白紙及び棄権を除く

有効な投票合計数の半分以上の数を意味する。第二副地区ガバナーの任期は一年で、当選

した年の協会の大会閉会時に始まり、協会の次の大会閉会時に終了するものとし、どの第

二副地区ガバナーも自身の後継者となることはできない。その他の手順等に関しては、そ

の地区（単一、準及び複合）の会則及び付則の規定に従って行われるものとする。各第二

副地区ガバナー選挙の結果については、その地区の現職地区ガバナー及び（又は)国際協会

駐在員が国際本部に報告する。 

 

第二副地区ガバナー候補者は、 

 
(1) 所属単一又は準地区内のグッドスタンディングの正ライオンズクラブのグッドスタン

ディングの正会員であり、 

(2) 所属クラブの推薦、あるいは所属単一又は準地区内過半数のクラブの推薦を受け、 

(3) 第二副地区ガバナー就任の時点で、 

 

(a) クラブ会長を全期又は過半の期間、そして理事会構成員として更に二年以上務め、

かつ 

(b) ゾーン・チェアパーソン又はリジョン・チェアパーソンあるいはキャビネット幹事

及び（又は）会計として全期又は過半の期間務めた者でなければならない。 

(c) 上記のいずれも、同時に達成させることはできない。 

 

 加えて、国際付則第３条第９(c)項（前述の通り第９(d)項に変更となる）を、項目の見出し

にある“又は副地区ガバナー”を削除し、“第一又は第二副地区ガバナー”と差し替え、５

行目にある“副地区ガバナー”の前に“第一”を加え、３行目にある“本項”に続く“(d)”
を削除し、“(e)”と差し替え、さらに７行目にある“副地区ガバナー”の前に“第一又は第

二”を加えることにより改正する。 
 
 加えて、国際付則第３条第９(d)項（前述の通り第９(e)項に変更となる）を、９行目にあ

る“副地区ガバナー”を削除し、“第一及び第二副地区ガバナー”に差し替えることにより

改正する。 
 
加えて、国際付則第３条第 10 項を、１行目にある“又は”を削除し、“第一副地区ガバナ

ー又は第二”に差し替えることにより改正する。 
加えて、国際付則第６条第５(b)項を、見出しにある“副地区ガバナー”の前に“第一”を
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加え、かつ１行目にある“副地区ガバナー”の前に“第一”を加えることにより改正する。 
 
 加えて、国際付則第６条第５(b)(5)項を、“副地区ガバナー必携及びその他指示に従い、国

際理事会が要請する”との文言を削除し、“国際理事会による要請の他、諸指示に従い、”と

差し替えることにより改正する。 
 
 加えて、国際付則第６条第５(b)(10)及び(11)項を、(10)及び(11)項の全文を削除し、下記の

文言と差し替えることにより改正する。 
 
(10)地区ガバナーの要請に従って、適切な地区委員会を監督し、地区内クラブの長所及び弱

点の評価に関与する。 
 
 加えて、国際付則第６条第５項を、下記の文言を新たな副項目(c)として加え、残る各副項

目のアルファベットを適宜変更することにより改正する。 
 

(d) 第二副地区ガバナー。第二副地区ガバナーは地区ガバナーの指導監督のもとにある。

具体的な責任は次の通りである。 

 

(1) 本協会の目的を推進する。 

(2) 積極的に参加すると共に、地区内の他の役員に対し、効果的な会員増強及び新クラ

ブ結成を監督し、推進するよう激励する。 

(3) 地区ガバナーから割当てられる、地区会員維持委員長への助力などを含む任務を果

たす。 

(4) 本協会の方針に従って、その他任務を遂行する。 

(5) すべてのキャビネット会議に積極的に参加し、地区ガバナー及び第一副地区ガバナ

ー不在の際には、すべての会議において議長を務める。 

(6) 地区予算作成に協力する。 

(7) 翌年度にも継続される事項のすべてに積極的に関与する。 

(8) 地区ガバナーの要請に従って、適切な地区委員会を監督し、地区内クラブの長所及

び弱点の評価に関与する。 
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2008 年７月１日 
第１回キャビネット会議提出提案案件 

 
2008～2009 年 330-A 地区 

会員指導力育成委員会 
委員長 L 曽根原 良仁 

 
当委員会は２００８～２００９年３３０－A 地区、地区ガバナー石井征二 L より次の記載され

た委員会諮問事項を指示されました。それを受けて下記の委員会運営方針を提案致します。 
 

記 
 

１） ２００８～年２００９委員会諮問事項 
① 第９１回国際大会にて決議された事項・国際会長方針に則した施策 
② ３３０複合地区・３３０－A 地区第５４回年次大会決議事項の施策 
③ ２００８～２００９年３３０－A 地区ガバナー方針に基づく政策の答申及び伝達 
④ 330－A 地区内各クラブ会長・幹事・会計及び執行部の指導力向上 
⑤ 衰退化しているライオンズクラブを再生可能な方法の研究と解決策 
⑥ 各ライオンズクラブ、会員委員会委員長（会員理事）の指導力向上 
⑦ 出身クラブに於ける地区役員・委員の指導力の向上 
⑧ 各クラブに於けるキャビネットに対する認識の向上 

会員増強 全委員会に会員増強に関しての具体的な協力をお願い致します。 
  その他必要に応じて諮問させて頂きます。 
 
２） 提出提案案件 

① 委員会方針 
会員指導力育成マニュアルの作成 
新三役・新入会員 セミナーの実施 

   （註 日時・目的・場所・実施規模等未定） 
② 会員指導力育成プログラムを政策・会則長期計画委員会と協力して行う 
③ 年間計画を検討し 

会員向け・三役向け・新入会員向けマニュアル作成 
④ 今期実施の会長会や各クラブ向け等のワークショップの検討 
 

以上諮問事項に沿った委員会活動を実施致しますので、ご協力をお願い致します。 
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３３０－Ａ地区 ０８～０９年度ＩＴ委員会 

第１回キャビネット会議 提案事項 
平成 20 年 7 月 22 日（火） 

ＩＴ委員長：Ｌ星野宏一 
 
提案事項： 
１） ＩＴセミナーの開催   
趣旨：各クラブ・地区キャビネットにおいての情報伝達・運営合理化の推進の

ため、各レベルにおいてさらに多くのメンバーがＩＴのスキルを身につ

ける機会を設けたいと考えます。 
内容： 
① サバンナ（月次報告）特に新機能の委員会出欠管理について 
② メールの送受信・文書作成・エクセル・画像の加工・メール添付 
③ 各クラブの運営・奉仕活動の推進に役立つクラブホームページの立上げ 

対象者： 
A) キャビネット幹事団・・・7 月 1 日（火）実施済み 
B) 各委員会の出欠管理担当者・・・幹事団定例会に提案して具体化 
C) ＲＣ・ＺＣ・・・幹事団定例会に提案して具体化 
D) 各クラブ会長・幹事・ＩＴ委員・事務局担当者 
              ・・・7 月 18 日（金）実施済み 

 
２） サバンナによる各種会議・会合・イベントの出欠管理について 

・・・今期 7 月よりスタートしますのでサバンナを通じての出欠返信に

ご協力お願いします。 
 

３） キャビネット会議・年次大会のＩＴ化促進 
・・・プロジェクター利用による会議進行のための準備・サポートをし

ます。 
 
４） 地区キャビネットホームページの運営・更新・分担について 

・・・第 1 回委員会にて役割分担を決定し、地区キャビネットの決定事

項・連絡事項・各種情報、それから各クラブよりのアクティビティ情報

などを随時掲載・更新していきます。地区ライオンズメンバーが等しく

情報を共有するための情報源として活用下さい。 
 
５） キャビネット運営事務のＩＴ化促進・・・キャビネット事務局・幹事団・

各委員会・各クラブのＩＴ活用のサポートをします。 
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330－Ａ地区 
ガバナー石井征二様 

答 申 書 

平成 20 年 6 月 30 日 
社会障害者福祉委員会 
委員長 Ｌ 見 津 康 

 
諮問事項 
1）第 91 回国際大会にて決議された事項・国際会長方針に則した施策 
2）330 複合地区・330－Ａ地区第 54 回年次大会決議事項の施策 
3）2008－2009 年 330－Ａ地区ガバナー方針に基づく政策の答申及び伝達 
4）社会福祉・障害者福祉のアクティビティを研究し各クラブに提示指導 
5）11 月 8 日 330－Ａ地区奉仕の日に於ける社会福祉・障害者福祉奉仕活動を各クラ 
  ブに推進 
6）障害者を対象とするアクティビティの推進 
7）ＮＰＯ・ＮＧＯ活動を研究し、必要とあれば、援助の可能性を検討 
8）ＬＣＩＦ交付金の効果的利用を各クラブに指導推進 
 
 
答申内容 
1）a．国際大会決議は 6 月 27 日代議員投票に依り決定される。大会終了後、決議内容に 

ついて改めて確認し検討する。 
  b．アルバードブランデル次期国際会長のテーマは｢アラート｣（警告）アラートのプロ 

グラム使命はライオンズに標準化された構造及びネットワークをもたらし、緊急事 
態にある人々に必要なサービスを提供すると述べております。特に近年各地で大災 
害が頻発しており、最も重要な課題であると思われます。 
全日本レベルで災害等の緊急事態に対して、ライオンズとしての対応、組織の構築、 
迅速なネットワーク、各種ボランティアの人材登録、NPO,NGO、日赤等の団体 
との連携を含め早急に検討しなければならない課題であります。 
全日本レベルの問題として、8 複合地区議長連絡会で｢アラート｣について、真剣な 
議論が必要であると考えます。 

 
2）A1 複合地区の大会決議は、総会決議としてＬ福井正憲（335－C 地区）を 2009～2010 

年度国際第 2 副会長として推選する。 
  A2 分科会決議 
   日本ライオンズ連絡事務所費を会員一人当り1ヶ月30円を20円、年間240円とし、 

組織の合理化を 8 複合地区議長連絡会にその検討を開始要請する事を決議する。 
8 複合地区レベルの問題、準地区、複合地区で決議する問題ではない。 
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  A3 国際会則第 8 条第 2 項（1）（2）に規定された家族会員のガバナー協議会に納入す 
   る会費についての件であり、330－A 地区としては主旨を各クラブ、各メンバーに通 
   達し、家族会員の増強に繋げたい。 
  B 330－A 地区年次大会決議 
   総会決議 
   地区ガバナー・副地区ガバナー選出の件 
   分科会決議についても、内規の一部改正修正及び家族会員の地区費、クラブ費、メ 

ンバーの地区費、地区特別運営費、地区大会費、地区特別大会費、会計報告、地区 
アクティビティ・スローガン等の決議であり、諮問内容ではない。 

 
3）地区運営基本方針に基づき、障害者福祉委員会に関わる方針について優先検討する。各

クラブ、各ゾーン、各リジョンの理解と協力を得るよう検討したい。 
 
4）各クラブの障害者福祉に関するＡＣＴ活動をアンケート等により実態調査し、又社会福

祉協議会の組織表を作成し、参考資料として各クラブに配布する。 
 
5）11 月 8 日 330－Ａ地区奉仕の日に行なうイベントを早急に決定する事が重要。 
  但し、社会障害者福祉委員会としては五月末日の土・日曜日に開催される障害者スポー

ツ大会に全力を傾けたい。2 日間で 2000 名のメンバーの動員を図りたいと考えており

ます。11 月 8 日は高齢者を対象に一本化した方が計画も立て易いと思う。高齢者と障

害者の環境の違うイベントの同時開催は終止がつかない状態になる恐れがあります。 
 
6）毎年 5 月末の土、日に東京都駒沢オリンピック公園総合運動場に於いて開催されている 

東京都障害者スポーツ大会、来年は第 10 回の記念大会。主催は社団法人 東京都障害者 
スポーツ協会、330－Ａ地区は特別協賛団体として第 1 回大会より参加。当委員会はＡ 
地区の事業として改めて見直し、全クラブ例会振替をお願いし、障害者の方々に心から 
の声援を送りたいと考えております。 
平成 21 年 5 月 30 日（土曜日）31 日（日曜日）に併せて 2000 名からのメンバーが駒 
沢運動公園に集結し、感動を与え与えられ、感動の分かち合いを肌で実感し、ライオニ 
ズムの高揚に繋げたいと考えております。 

 
7）ライオンズの奉仕活動もＮＰＯ・ＮＧＯとの協力を考え、グローバルな視野で取り組む 

事がこれから最も重要な課題である。既に NPO,NGO との協力に依り、ACT を行なっ 
ているクラブの実態を調査し、各クラブに資料を提供する。 
 

8）各クラブの障害者福祉に関する実態を把握し、ＬＣＩＦ交付金利用により、より効果的 
  なＡＣＴとなるのか検討し、各クラブに発信出来る様努力していきたい。 
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第１回キャビネット会議委員長報告書 

 

                      委員会名；ライオンズカード推進委員会 

                      委 員 長； Ｌ 脇 村 孝 友    

                      第 ２Ｒ・第 ３Ｚ 東京晴海 ＬＣ  

 

 報告事項                                     

（説明） 三井住友カード株式会社担当者の古谷勝美氏と平成２０年７月３日の午前１０ 

時に会談することが決まっています。                        

 ライオンズカード担当者の古谷勝美氏と会談後、ライオンズカード推進委員会を開催し 

て、委員各位の意見を聞いて今後の方針を決め、委員会を進めて行く予定です。     

 今後の方針が決定すれば、７月２９日～８月５日の間に３回に分けて開催される会長会 

に出席させて頂き、ライオンズカードの説明を行い、３３０－Ａ地区のメンバーに普及を 

したいと思います。                                
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第 1 回キャビネット会議提出案件 

 
ライオンズクラブ国際協会 330－A 地区 
ガバナー L 石井征二 様 
 
 

役職名 330－A 地区 YE 委員会 委員長 
第 12R・第 1Z 東京吉祥寺 LC 

L 中嶋文夫 
 

案件  2008～2009 年度 YE 協賛金拠出のお願い 
 
 ライオンズクラブ国際協会における青少年育成プログラムとして、長年の歴史と実績をもつ YE プロ

グラムを、本年ライオンズクラブならではのプログラムとして再認識しつつ、本年度、以下の事に重点

を置き、推進してまいります。 
 
① YE 派遣生について 昨年度派遣生数(春期 5 名、夏期 8 名)330－A 地区 

・ あしなが育英会等(病気や災害そして交通事故などで親を亡くした家庭など、資金的ハンディキ

ャップを持つ高校生、大学生)を物心両面で支える派遣。 
・ 上記派遣生を含む、特に夏の派遣生オリエンテーション(2 月～6 月)の英語力のみならず、ライ

オンズ YE 国際親善大使としての認識、そしてマナー教育の充実(ガバナー諮問事項 8) 
② YE 来日生及びホスト家族について 昨年度来日生(冬期 6 名春期 8 名夏期 9 名)330－A 地区 

・ YE 生受け入れクラブメンバーの募集を効果的に(ガバナー諮問事項 6)とある様に、画一的なメ

ンバーのみの受け入れ及びキャビネット YE 委員会のメンバーでの受け入れでなく、より多く

のクラブ・ゾーンへの諮問委員会などを通して、YE 活動の必要性を各クラブに周知徹底。(ガ
バナー諮問事項 4) 

③ YE キャンプ活動の充実(ガバナー諮問事項 7)、特に海外ライオンズクラブでは、キャンプの充実及

び期間が長い、本年度 330－A 地区 YE 委員会が 2009 年度 7 月夏のサマーキャンプを担当する事に

より、YE 委員会のみならず、各クラブ・ゾーンの積極的な参加(例えば、14 クラブが 1 日ずつ担当

して頂ければ 2 週間のキャンプが行える)を促す。 
 
そして予算は、今期 2009 年サマーキャンプ(330－A 地区担当)及び、2006 年度より YE 委員会が担当

しております「英語スピーチコンテスト」の予算も計上しております。 
 本年も、「クラブアクティビティー」としての YE 事業を、YE 委員会のメンバー１人１人が黒子とな

り後押しし、青少年育成の為に頑張りますのでこのような YE 委員会に対してご理解を賜り、事業を遂

行するための資金として、各クラブ 1 メンバー当たり 1,000 円以上のご協賛金の拠出をして頂けますよ

うお願い致します。 
                                           以上 
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2008－2009 年度 YE 委員会活動予定 
 
2008年 9 月    第 45 期 YES クラブ結成 各クラブ YE 委員会 
     10 月    冬期 春期 夏期 YE 派遣生及び来日生ホスト家庭の依頼 
     11 月    YE 派遣生選考テスト 冬期来日生ホスト家庭依頼 
     12 月    冬期 YE 派遣生、来日生送迎 ウエルカムパーティー 
2009年 1 月    冬期 YE 派遣生、来日生帰国送迎   

2 月    夏期派遣生オリエンテーション開始(6 月まで) 
3～4 月   春期派遣、来日生送迎 来日生ホスト ウエルカムパーティー 
5～6 月   夏期派遣のための各種準備 来日生ホスト家庭依頼 決定 
6 月    英語スピーチコンテスト 
7～8 月   夏期派遣生 来日生送迎 サーマーキャンプの開催 派遣、来日生帰国送迎 
9 月    帰国報告会 
 

2008～2009 年度 YE 委員会予算案 
 
各クラブ 1 メンバー 1,000 円  5,400,000 円 収入 
 計 5,400,000 円 

 
派遣生関係費   

YES クラブ総会費  100,000 円 
派遣生費用  200,000 円 
オリエンテーション関係費  600,000 円 
壮行会費  100,000 円 
帰国報告会費  100,000 円 
その他  400,000 円 

 計 1,500,000 円 
来日生関係費   
冬期・春期ウエルカムパーティー  100,000 円 
春期キャンプ  200,000 円 
夏期ユースキャンプ  1,500,000 円 
ホスト家庭オリエンテーション  100,000 円 

 計 1,900,000 円 
その他   

MD 共通経費  250,000 円 
英語スピーチコンテスト  500,000 円 
YE レポート 委員会活動費 事務諸経費  1,000,000 円 
予備費  250,000 円 

 計 2,000,000 円 
 

支出 

 総 計 5,400,000 円 
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第１回キャビネット会議提出案件 
役職名 地区活性化推進委員会 

委員長 Ｌ．向  徹男 
 
地区活性化委員会は、石井征二地区ガバナ－の３３０－Ａ地区のクラブが共有

する課題事項に真正面から取り組み、クラブ及び地区の再生（リセット）を期

待されての委員会設置と受け止め委員会は創造性とダイナミックを両輪に各種

委員会に蘇生を提案致したいと考えています。   
                    
１． 提案事項 
会員委員会と連携しての会員増強に次の件を協議下さい。          
① 新入会員への特典・・・地区会費の一年間の免除 

理由  新入会員は各クラブの際に要する入会の入会金・年会費（半期） 
等の経済的負担は多く、現在の社会情勢では新入会員獲得の障害になって

いると考えます。 
 

２． 提案事項 
エクステンション委員会と連携して次の２点を協議下さい。 
 
① 会員数１５人以下の少数会員クラブの合併推進 

理由  クラブの独自性を生かして存続するには、今勇気ある決断が必要

と考えます。３３０Ａ地区の結成ＮＯは２１７クラブ、現存は２０５クラ

ブで、自然現象に甘んじることなく推進することがクラブ及び地区の蘇生

になるものと考えます。 
＊ 前提条件・・合併を前提とした合同例会の開催 
 

② ３３０－Ａ地区オ－ル東京シニアクラブの結成 
理由  各クラブには、長年に亘りクラブに在籍しリ－ダ－シップを発揮

された先達ライオンが居られます。然し乍ら在籍会員の年齢層のギャップ

で、例会等でのコミュニケ－ションが計れないのが現状です。先達ライオ

ンの輝かしい足跡をグットオ－ルディとして共有出来る会費の安いオ－ル

東京のシニアクラブを結成し、スロ－ライフを愉しんで戴きたく思います。 
＊ 長らく在籍したクラブには名誉会員として名を留めることが大切。 
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３． 提案事項 
クラブ活性化に次ぎの３点について協議をお願いします。 
 
①ガバナ－ズアワ－ド申請発表会開催 
 理由  申請と受賞に緊張感が湧き、ワンイャ－を担当する各クラブの 
執行部に活性化を促進できるものと思います。 
 

② 地区役員クラブ選出承認廃止（フイルドフェンスの撤廃） 
  理由  ガバナ－の任命事項であり、各クラブの運営に障害がない限り、

地区運営に協力するものが本来の姿だと思います。 
  人材育成・人材発掘に信頼の二文字で理解し合えることがクラブの活性化

になると考えます。 
 
③ クラブ転籍は秩序を 

理由  過去にはクラブの転籍は、特殊（転勤・転居等）な事例しかあり

ませんでしたが、現在多数見受けられます、何か不思議な気が致します。 
会員として何か秩序ある分別を議論して下さい。 
 

④ 地区ニュ－スのカバ－（表紙）に会長の顔写真の掲載をＰＲ委員会で検討し

て下さい。 
理由  会長はクラブの代表として誇れるものです。 
後方支援として掲載して戴くことは、会長の使命感を増幅し会員獲得へ、 
繋がるものと確信致します。 
 
 
活性化推進委員会は７月４日委員会を開催する予定です。 
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第１回キャビネット会議提出案件 

 

                      委員会名：国際協調・モンゴル支援委員会           

                      委 員 長：L 関 真一郎            

                      第 10 Ｒ・第 3 Ｚ 東京田園調布 LC        

 

報告事項                                       

                                         

 1.在日モンゴル人留学生会への支援                                       

  モンゴル祭り「ハワリンバヤル 2009」がゴールデンウィークに光が丘公園で開催される

ので、地元ライオンズクラブへ働きかけ、交流を推進する。 

                                         

 2.海外クラブと姉妹提携について                                

  国際本部などへ働きかけ、海外クラブから３３０－Ａ地区への友好依頼があるかインタ

ーネットを用い調査し、依頼がある場合３３０－Ａキャビネットホームページに掲載する。                                      
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第１回キャビネット会議提出案件  
 

役職名 女性参加・家族会員推進委員会 委員長  
 

第１R 第３Z  東京みやこ LC 
 

L 名  河 合 悦 子  
 
 
 

 諮問事項に基づき委員会で検討の結果、本年度当委員会に於

いて下記の活動計画を予定させて頂きましたので、提出いたし

ます。  

 １．クラブ例会訪問の実施  

   A 地区に創設されて２年目を迎える委員会として認知度も低い  
   こともあり、今年度は、委員会メンバーによる積極的なクラブ例  
   会訪問を行う。女性会員・家族会員の現況をリサーチ、データの  
   収集、意見交換等も含め、会員増強に繋がる資料を作成する。  
 
  

 ２．会員増強委員会との連携  
   会員増強委員会と密に連携をとりながら委員会活動を推進する。 
 
 

３．女性会員・家族会員推進のためのイベント開催  
   （タイトル・開催日時未定）  
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